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Abstract

An avalanche, which occurred at Tateyama, Kunimidake on 30 November, 2010, attacked one party of 6 people. 
By this avalanche, two people were killed and three people were injured. To clarify the cause of the avalanche, field 
observation was carried out on 1 December, 2010. A weak layer consisting of faceted crystals was found at 140 cm 
under the surface. The simulation result using a numerical snow cover model (SNOWPACK) indicated the possibility 
that the weak layer had been formed on the surface on 25 November. 
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1. はじめに

2010 年 11 月 30 日午前 8 時 50 分頃，立山国見岳の北東

斜面を 6 名パーティーの登山客が山スキーで登行中に雪

崩が発生し，6 人全員が雪崩に巻き込まれた．部分埋没の

1 人と，後方を歩いていた 2 パーティー等によって救助活

動が行われたが，2 名死亡，3 名怪我となった．本研究では，

現場の積雪状況が変化する前に行った雪崩調査の結果を

基に，雪崩発生の要因等を明らかにするとともに，防災

科学技術研究所が雪崩予測に使用している積雪変質モデ

ル（SNOWPACK）の計算結果との比較を行った．

2. 現地観測

雪崩発生の翌日 12 月 1 日に現地に入り，雪崩発生斜面

において積雪状況および雪崩の調査を実施した．なお今

回の調査は，防災科学技術研究所と北海道雪氷災害調査

チーム，日本雪崩ネットワークの共同調査というかたち

で実施された．図 1 に雪崩発生現場の写真を載せる．雪

崩の破断面は北緯 36° 34’，東経 137° 35’，標高約 2,530 m
付近にあり，幅約 70 m にわたり破断していた．雪崩の種

類は，“面発生乾雪表層雪崩”であり，滑走規模は標高差

にして約 100 m，斜面傾斜は 34 度であった．現地におけ

る破断面の観測から雪崩発生個所付近は，風の影響等に

より積雪の堆積状況が異なり，同じ破断面上でも積雪表

面からすべり面までの深さが 10 ～ 150 cm と場所により

大きく異なっていたことが明らかになった（破断面の両端

が浅く、中央部が深い）．
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図 1 雪崩現場（2010.12.1 撮影）

Fig. 1 Photo of Avalanche slope (1 Dec. 2010).
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表 1 断面観測結果

Table 1 Snow pit observation results
 Date: 1 Dec. 2010, Snow depth: 263cm, Observer: Satoru Yamaguchi, Location: Pit work in Fig.1.
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図 2 断面観測結果（2010.12.1）
Fig. 2 Results of snow pit observation (1 Dec. 2010).

図 3 弱層となっていたこしもざらめ雪

Fig. 3 Photo of faceted crystals in the weak layer.

( ) ( ) (mm) T( ) (cm)(cm) ρ(kg/m3)
263 251 ( 17184231-3620.1-2.0
251 259 08183201-0621
259 243 0028223.9-5525.0
243 241 2328129.8-5421
241 240 6128027.8-5325.0
240 238 7328916.8-5221
238 228 5128815.8-5125.0
228 226 8328714.8-5021
226 199 8128612.8-5915.0
199 198 1628519.7-5811
198 153 1728414.7-5711-5.0
153 152 3328317.6-5611-5.0
152 150 1 155 -6 128 258
150 135 2438116.5-5411
135 133 0.5-1 135 -5 108 277
133 52 1 125 -4.7 98 310
52 50 013883.4-5111
50 35 713874-5011
35 0 203866.3-0011

90 -3.1 58 332
80 -2.9 48 267
70 -2.4
60 -2
50 -1.5
40 -1
30 -0.5
20 -0.3
10 -0.1
0 0

表 1 並びに図 2 に破断面（図 1 の pit work と記されてい

る場所）で行った断面観測の結果を示す．現地観測より雪

崩の原因となった弱層は，表面から深さ約 130 cm のとこ

ろに形成された“こしもざらめ層”であることがわかった

（図 3）．
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3. SNOWPACK による計算結果

防災科研では，2002 年以降スイス雪・雪崩研究所が開

発した積雪変質モデル（SNOWPACK） （Bartelt and Lehning, 
2002; Lehning and others, 2002a; Lehning and others, 2002b）
を日本の積雪に適用するための改良（Yamaguchi and others, 
2004; Hirashima and others, 2004）や新しい計算スキームの

追加（Hirashima and others, 2008; Hirashima and others, 2010）
を進め，雪崩予測に利用している（Nishimura and others, 
2005; Hirashima and others, 2008）．そこで，今回の雪崩発

生の原因となったこしもざらめ層の弱層が SNOWPACK
内で再現できるかの実験を行った．なお計算にあたって

は，現地周辺では SNOWPACK の計算に必要な気象要

素の測定が行われていなかったため，現場に一番近い

AMeDAS である上市観測点（北緯 36° 40’，東経 137° 25’，
標高 296 m）の気象データを高度減率（–6.5 ºC/km）などの標

高補正を行い，利用した．

図 4 に SNOWPACK によって計算された雪質を示す．

使用した気象データが現地から離れている地点のために

SNOWPACK 内で計算された積雪深は実際の半分程度にし

かならない．しかし積雪深の問題を除くと雪質に関して

は実際の断面観測結果と比較的一致しているように見え

る．モデルの計算結果から今回の弱層になったこしもざ

らめ層は，11/25 頃に積雪表面付近で形成されたものであ

る可能性が示唆された．

今回の結果を踏まえ，今後 SNOWPACK のさらなる改

良を行うとともに，いかに観測データのない地点の気象

要素を精度よく推定するかに関する研究を通じて，雪崩

予測のさらなる精度向上を目指す予定である．
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図 4 SNOWPACK で計算された雪質

Fig. 4 Simulation result of snow type using SNOWPACK.
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要　旨

2010 年 11 月 30 日に立山国見岳で 2 名死亡，3 名のけが人が出るという雪崩災害が発生した．本研究では，現場

の積雪状況が時間とともに変質する前に雪崩調査を行った．その結果，今回の雪崩を引き起こした弱層は，こしも

ざらめ雪の層であったことがわかった．また積雪変質モデル（SNOWPACK）の計算結果から，このこしもざらめ雪の

層は 11/24 頃形成されたのではないかと推定される．
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